














































研究企画の目的と構成 

 近年子どもたちの引きおこす問題行動をみると、その表面的な行動の形はさまざまなが

ら、その底には、一般に、子どもたちの「人とのかかわり方」の発達の未熟さ、又は歪み、

とも思えるような「対人的かかわり」の問題が存在すると考えられる。 

 このような現象の生ずる背景には、現代社会の多様の条件が存在することは云うまでも

ないし、その要因分析については、多面的な方向からのアプローチが必要であることは当

然であるが、どうしても見逃せない大きな要因として、子どもの人間形成の基盤である家

庭のなかでの「かかわりの育ち方」を規定する条件変化があげられると思う。すなわち、

核家族化、少子化傾向と、それに伴う母子のかかわり、父を含む親子関係の変化、及び、

それらと同年齢、異年齢の子とのかかわりとの、アンバランスなかかわり体験である。 

 この、幼少期における家庭の養育条件による「かかわり体験」の差を出発点とし、幼児

期の「他の子どもたち」とのかかわり、更に児童期、思春期に向う頃の対人関係のひきお

こす問題点の関係については、まだ、それ自体を中心目的としての「かかわりの発達と歪

み」の分析が充分なされていない。 


